
校長 山田 大介

コロナ禍にあっても、たくさんの挑戦と、たくさんの成果をあげた横内中学校の令和3年度が今日で終わ

ります。今日は今年度最後なので、横中の、そして皆さんの成長を振り返ってみます。

皆さんが知っているように、横中は「自律･創造･貢献」のキーワードのもとに努力目標を定めています。

「自律」の観点で見ると、横中生の勉強時間が長くなったことがまず挙げられます。今年度から導入したＡ

Ｉ機能を搭載した「すららドリル」ですが、みんなが頑張ったお陰で、「すららカップ」全国2位という素晴

らしい成績を収めることができました。努力は結果にも表れるもので、横中生の学力が確実に伸びていると

いうデータを得ることができました。このように、自分の目標を達成するために努力を続ける姿勢は「自律」

そのものであると言えるのではないでしょうか。次に「創造」の観点で見てみます。今年度もコロナの影響

で、様々な活動に制限がありました。とても残念なことでしたが、横中生はそこで諦めることなく、創意工

夫を重ねて「新たな価値」を創造しました。運動会の縦割り応援合戦、横中祭のボディ･パーカッション、3

年生による昼の放送など、これまでできなかったことでも、工夫をすればできるということを証明してくれ

ました。最後に「貢献」の観点です。「貢献」は３つのキーワードの中で最も難しい部分ですが、例えば「違

いを尊重する」点については、今年度途中から始まった「制服の選択制」、これは、全ての生徒が「自分らし

さ」を追求し、快適な学校生活を送ることができるようにするためですが、横中生はずーっと以前からそう

だったかのように「制服の選択制」を受け入れました。また、「全ての人を笑顔に」というコンセプトで取り

組んだクエスト･エデュケーションのソーシャル･チェンジでは、全てのグループが、社会の課題について真

剣に考え、提案をプレゼンする姿は、頼もしささえ覚えました。

ところで、皆さんは日本のプロ野球やアメリカ大リーグで活躍したイチローさんを知っていますか？ イチ

ローさんの生き方からも「自律･創造･貢献」を見て取ることができます。「自律」の部分では、現役時代のイ

チローさんは、野球選手として結果を残すために、普段の生活からルーティンと呼ばれる「習慣」を大切に

していました。決まったルーティンを続けることで、余計なことを考えるストレスから解放され、野球に集

中できたのだそうです。「創造」の観点では、イチローさんは、バッティングの技術を伸ばすために、常に工

夫を重ねていました。せっかく身に付けた「振り子打法」をあっさりと捨てて、新たなフォームに挑戦しま

した。良い結果を出しているのに、毎年変化させることは勇気のいる事と思いますが、イチローさんは、常

に向上心を持って創意工夫を重ねていたのです。最後に「貢献」の観点です。イチローさんは、野球での活

躍で多くの収入を得ていますが、慈善活動にも力を入れています。世界的なコーヒーチェーンと協力して病

気の子どもたちを支援するためにプリペイドカードを販売したり、東日本大震災の際には日本赤十字社に１

億円の寄付をしたりしています。また、自分を育んでくれた野球にも恩返しをしています。

今、世界の価値観は「自分自身の幸せ」から「社会に貢献することの幸せ」にシフトを変えています。

つまり、自律した上で、自身が創造した価値やものを、社会に還元することで

幸せになれるという考え方です。「自律･創造･貢献」という横内中学校の目標を

達成し、社会に貢献できる「横中」を皆さんの手で創り上げて欲しいと期待して

います。一年間、お疲れ様でした。たいへんよく頑張りました。来年度もいろん

な活動に全力でチャレンジしましょう！！
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文責；教頭

「城趾が丘の旭光」と校歌にも歌われる「横内城」

「日本一美味しい水」といわれる清流･横内川

そんな「清流と古城の里」にある横内中学校は、

未来に羽ばたく横中生を応援します！



(授賞式 2/20オンライン開催)

１２月から１月にかけて２か月間行われた「すららカップ」で、本校が「すららドリル」部門の学校

対抗で全国２位になりました(１位は『北塩原村立第一中学校』)。また、個人では「ミッション達成賞

(20時間)」で、2-2熊谷優那さんが表彰されました。

「すららカップ」とは、テストの点数や偏差値ではなく、 ←学習委員長の

努力の量を競い合うイベントです。勉強が苦手でも、２ヶ月 近藤優希さん

間の頑張り次第で「やればできる！」という自信を手に入れ

ることができます。年齢や住んでいる国・地域にかかわらず、

たくさんの学校や学習塾、個人が参加します。「すららカップ」

を通して、勉強が好きになった、自信が持てるようになったと

いう声が「すららネット」に届いているそうです。

ミッション達成賞受賞の熊谷さん

今年度から本格的に導入している探求学習プログラム「クエストエドュ

ケーション」 ケーション」の全国大会「クエストカップ」のソーシャルチェンジ部門が

23日に 23日(日)に開催され、本校の2年生2チームが参加しました。この大会

には全国各地から67チームの中・高生たちが、社会課題解決のアイディ

ア アをポスターセッションの形式でプレゼンテーションしました。

グランプリに輝いたのはＫＴＣおおぞら高等学院東京キャンパスのチー

ム －ムで、新しい子育ての在り方を提案していました。

本校から参加したのは、「医療を発達させて病人を助ける」というプレゼ

ンを行った「ねず公」と、「貧困に苦しむ人々を救うために」というプレゼ

ンを ンを行った「あじさい」の2チーム。両チームとも練習の成果を十分発揮

して し、堂々とプレゼンテーションしました。知らない人たちを前に、自分た

ちの ちの意見を生き生きと発表する姿は貫禄十分でした！

＜写真：チーム「ねず公」(上)と この経験は、今後のさまざまな活動にきっと生かされることでしょう。

チーム「あじさい」(下)＞ 2年生の先生方と発表した生徒たちに心から感謝します！！

全校で作りあげた「あたたかく」「厳かな」卒業式。卒業生はもちろん、遠隔で参加した1・2年生の

姿に、確かな成長を感じました。裏面に写真を掲載しています。ご覧ください！

＜４月の主な行事予定＞ ※3/２２現在の予定です。後日配付される行事予定等を必ずご確認ください

６日(水) １年一日入学、２・３年登校日 １３日(水) 全校集会(集団行動・約束事確認)

７日(木) 新任式 始業式 入学式 １８日(月) 前期時間割スタート

８日(金) 身体測定 1年顔写真撮影 新入生歓迎会 １９日(火) 全国学力・学習状況調査 専門特別委員会

１０日(日) ３年生修学旅行 ～１３日 ⇒延期 ２０日(水) 避難訓練・校外班集会 部活動組織会

１１日(月) １年標準学力検査 ２年知能検査 ２２日(金) ３年知能検査 １年心電図検査

１２日(火) １年知能検査 ２年標準学力検査 ２６日(火) 内科検診 参観日 ＹＳＣ総会・保護書集会

＜編集後記＞

保護者の皆様と地域の皆様のご理解とご協力を得ながら、

今年度の教育活動を推し進めていくことができましたことを

心より感謝申し上げます。

来年度も、これまで以上のご理解とご協力を賜りながら、

夢と希望に燃えた横中生の育成に努めてまいります。

一年間、大変お世話になりました。


